
東京実業連合会   概要

商号
労働保険事務組合
一般社団法人　東京実業連合会

社会保険労務士事務所　
東実労務マネージメントセンター

所在地
〒103-0004  東京都中央区東日本橋 3丁目 4番 10 号
アクロポリス 21 ビル 2階
tel  03-5652-8030　fax 03-5652-1880

アクセス
○ JR総武本線「馬喰町駅」
○ 都営浅草線「東日本橋駅」
○ 都営新宿線「馬喰横山駅」

　 A3番出口から徒歩すぐ
　東日本橋三郵便局の2階です
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東京実業連合会
設立100年をこえる歴史と実績

詳しくはwebサイトもご覧ください。

http://www.toj i turen.or. jp/

スペシャリストが

労働保険業務・社会保険業務・

給与計算業務・各種相談業務と

人事総務部をトータルに
サポートいたします。



労働保険事務組合

労働・社会保険の各種手続き

給与計算代行

退職金共済会

福祉共済制度

人事労務相談

労働保険事務組合は、厚生労働大臣より労働保険料の申告納付や行

政機関への書類の提出等の労働保険に関する事務手続きの一切を、事

業主に代わって行うことを許可さています。当会は、昭和３３年に失業（

労働）保険事務組合の認可を得て以来、５０年以上にわたり各行政機

関への手続きを行ってまいりました。その経験、ノウハウまた行政との間

で培われた信頼関係は、多くの会員企業より高い評価を頂いております。

また、オープンでリーズナブルな料金体系となっています。

昭和３０年代より半世紀以上にわたり、経験豊かな社会保険労務士を

中心に、社会保険・労働保険の事務手続きを行ってまいりました。その

経験と幅広いネットワークを活かし、他の社会保険労務士事務所とは、

一線を画した充実したサービスをお届けします。さらに労働保険事務組

合と社会保険労務士事務所が併設されているため、「事業主等でも加

入できる労災保険特別加入制度」をはじめ、労働保険事務組合ならで

はの特典を活かしながら、守備範囲の広い社会保険労務士事務所の機

能を活用することができます。

労働基準法は、社員を一人でも雇用すると適用される法律であり、その

周辺には関連する多くの労働法規があります。中小企業では、社内で労

務管理の専門家を育成することが難しく、トラブルが発生した際に、そ

の対応の不手際から問題をこじらせてしまうことも多いようです。当会

では、経験豊かな社会保険労務士が中心となり、さまざまな人事労務

相談に対応させていただきます。

株式会社エムケイシステムのASP（ネットde社労夢）を利用し、リーズナ

ブルな料金と地震等の災害に対する高い安全性、情報漏洩に対する信

頼性を実現いたしました。また、法改正への対応も万全です。

経験豊富な社会保険労務士が中心となり、責任を持って、大切な給与計

算を行うことをお約束致します。オプションとして、社員の皆様がパソコ

ンや携帯電話で給与明細等を閲覧するシステムもご用意しております。

共済制度により、安価な負担金で大きな退職金財源の確保の道を開き

ました。社員の皆さまに大きな安心を与えるこの制度をご活用下さい。

安価な負担金で、病気死亡・不慮の事故への幅広い保障を行います。し

かも慶弔見舞金付です！

東京実業連合会  業務のご案内

明治38年  東京府庁議事堂にて創立総会

昭和28年  東京実業健康保険組合の設立並びに運営に参画

昭和33年  失業保険事務組合認可

昭和41年  労災保険事務組合認可
　　　　   （その後労働保険事務組合に変更）

昭和42年  東京実業厚生年金基金の設立並びに運営に参画

昭和52年  全国労働保険事務組合連合会を設立

平成15年  ６５歳継続雇用達成事業の受託団体となる

平成17年  創立１００周年記念行事を挙行

東京実業連合会の主な歩み

t e l   0 3 - 5 652 - 8 030
お気軽にお電話ください。

営業時間 9：00 ー 17：00 （土日祝を除く）

一般社団法人 東京実業連合は、明治３８年（1905）創
立の事業主団体で、東京都内の約４００社の中小企業
で構成されています。
事業内容は、戦前は中小企業の商工振興を主軸として
いましたが、戦後は中小企業の福利厚生制度の構築に
軸足を移し、「東京実業健康保険組合」「東京実業厚生
年金基金」｢共同組合東日本橋福祉センター｣等の設立
と運営に参画致しました。
現在は、東実年金会館に事務所を設置し、併設の社会
保険労務士事務所と一体となり人事労務管理を中心と
した業務をおこなっています。
社会における当会の役割は、時代に応じて変化してまい
りましたが、その根底には、一貫して『中小企業とともに
』との創立の精神が流れています。




